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2018年度 基本理念 

 

 現在の松江青年会議所は 40 数名という、決して多いとは言えない会員数で事業展開

が続いています。これはピーク時を知る先輩諸兄からすれば愕然とした数字かもしれま

せん。しかし、地域の為に行ってきた松江青年会議所の「志」は 60 年という年月を超

えて脈々と受け継がれています。 

 全盛期のような幅広い運動の展開は叶わないかもしれません。だからこそ我々は一人

ひとりが主役となって運動を行い、地域の課題について果敢に挑戦していかなければな

りません。 

 青年には多くの可能性があります。青年会議所運動を行っている我々Jaycee にはさ

らに多くの可能性が秘められているはずです。しかし、その可能性に制限をかけている

のも我々自身の意識です。その意識を変革し、一歩、また一歩と前進できたとき、可能

性はどんどん広がり青年会議所運動や私たちの日常も豊かになります。成功の反意語は

失敗ではなく、立ち止まる事や諦める事です。失敗を恐れず何事にも勇猛果敢に挑戦し

続けることが松江青年会議所の歩んできた道であり、これからも歩み続けていかなけれ

ばならない道であります。松江青年会議所は我々の持っている多様な要素を最大限に開

花させることができる場所です。それぞれの可能性を信じて明るい豊かな社会に向かっ

ていきましょう。 

 

 

2018 年度 公益社団法人 松江青年会議所 スローガン 

 

ＲＥＡＣＨ ＦＯＲ ＴＨＥ ＳＴＡＲＳ 

～可能性を信じ、そして自らを信じて～ 
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2018年度公益社団法人松江青年会議所 基本方針 

 

 

1. 第 37回全国城下町シンポジウム松江大会 

24 年ぶりに松江開催となる全国城下町シンポジウムは、松江青年会議所の存在意義

を示す大きな好機であり、また大きな挑戦でもあります。前回大会の半分以下のメン

バーで挑戦するこの大会は、メンバー一人ひとりの存在がとても大きなものとなって

きます。さらに、ひと、企業、行政、各種団体、それぞれの立場と違いを超えて協力

し合う事で大会の可能性は大きく広がります。我々が誇る松江城とその城下町を核と

した地域に新たな価値を見出し、松江市民が誇りに思い、全国各地から訪れる青年会

議所の仲間が感動するような素晴らしい大会にするために一致団結して向かいます。 

 

2. 第 44回島根ブロック大会の開催 

2008年に開催された第 34 回大会以来、10年ぶりの主管開催となります。この大会

を成功させるためにも、これまで築いてきた島根ブロック協議会との密接な連携を保

ち、その思いをしっかりと形にしていかなければなりません。さらに、県都 LOMとし

ての誇りを持ち、青年会議所運動の士気を高め、松江らしい大会を実行します。 

 

3. 賑わいをみつめて 

松江最大の賑わいである水郷祭。その核となる松江だんだんはこれまでも松江商工

会議所青年部と共同で運営を行ってきました。会場移転や開催日程の変更など、近年

では様々な変化があったまつりですが、変化に伴う課題も存在します。その課題の解

決に挑み、事業全体をゼロから見つめ直しまつり全体を構築します。市民が自分たち

の地域のまつりを誇りに思うような、そしてなにより主催している我々自身の情熱が

溢れ、来場者に元気と感動を与えるまつりを創出します。 

 

 

4. 全員で会員拡大・そして地域の未来へ 

年々会員数が減少し、2018 年度も多くの卒業生を送ることとなります。この状況の

中で運動の規模・質を維持していくためには会員拡大が必須となってきます。現在、

松江青年会議所の運動を行う会員は皆、地域を思い、地域の為に事業を展開していま

す。即ち、志を同じくした仲間が増えるという事は我々の思いを伝播し具現化するた

めの最大の手段です。会員拡大を成功させるためにも、青年会議所運動の魅力である

事業や人との出会い、そこから得られる学びにより成長が出来るという事を発信し続

けなければなりません。なにより、我々自身が地域のリーダーとして魅力ある人財で
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なくてはならないことを自覚し拡大を成功させます。  

 

5. 公益社団法人の強みと課題の精査 

   2014 年に公益社団法人に移行して数年が経ちました。毎年手探りをしながら運営を

行っていますが、公益法人のメリットを活かしきれていない状況が続いています。公

益法人へ移行する際に掲げた目標を今一度見直した上で、我々が公益社団法人という

自覚を持ち、その強みを見出すことは常日頃から必要な事です。様々な情報を共有し、

公益社団法人としての強みを最大限発揮できるよう努めます。また、移行してからは

様々な手続きや申請業務が増加しています。移行してから数年経過した今だからこそ

見える課題に取り組むことが必要です。 

 

6. 出向者支援について 

   今年も多くの出向者の方に松江青年会議所の代表として活躍して頂きます。出向者

の支援の仕方には様々ありますが、まずは事業に出席して学びを得る事です。そして、

その学びを積極的に地域や LOM に生かそうという姿勢や気概が出向者の活力にもな

ります。出向者の方に存分に活躍してもらうためにも、松江青年会議所全員で協力と

応援をしていきます。 
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2018 年度公益社団法人松江青年会議所 委員会構成・事業  

 

1.全国城下町シンポジウム実行委員会 

①第 37回全国城下町シンポジウム松江大会（5月度担当例会）の企画・実施 

②9月度担当例会の企画・実施 

③全国城下町青年会議所連絡協議会との連絡調整 

④水燈路に関連する委員会事業の企画・実施 

⑤公益社団法人日本青年会議所京都会議の連絡調整 

⑥一般社団法人浜田青年会議所の周年事業に関する連絡調整 

⑦第 44回島根ブロック大会に関する事項 

⑧賛助会員に関する事項 

⑨会員拡大に関する事項 

⑩出向者の支援 

 

2.会員拡大・研修委員会 

①3月度担当例会の企画・実施 

②6月度担当例会の企画・実施 

③卒業式の祝賀会の企画・実施 

④JCI金沢会議 2018の連絡・調整 

⑤人材育成及び指導力開発に関する諸問題の調査・研究 

⑥研修生の指導及び研修 

⑦公益社団法人日本青年会議所サマーコンファレンスの連絡調整 

⑧公益社団法人日本青年会議所・中国地区協議会・島根ブロック協議会の指導力開発系委員

会及び国際開発系委員会との連絡調整 

⑨公益社団法人日本青年会議所・中国地区協議会・島根ブロック協議会の会員拡大系委員会

との連絡調整 

⑩全国城下町シンポジウム松江大会に関する事項 

⑪第 44回島根ブロック大会に関する事項 

⑫賛助会員に関する事項 

⑬会員拡大に関する事項 

⑭出向者の支援 

 

3.ブロック大会運営委員会 
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①賀会例会（1月）の企画・実施 

②第 44回島根ブロック大会（7月度担当例会）の企画・実施 

③卒業式の式典の企画・実施 

④公益社団法人日本青年会議所全国大会（宮崎）の連絡調整 

⑤ＪＣＩ世界会議の連絡調整 

⑥公益社団法人日本青年会議所中国地区協議会島根ブロック協議会のブロック大会系委員

会との連絡調整 

⑦全国城下町シンポジウム松江大会に関する事項 

⑧賛助会員に関する事項 

⑨会員拡大に関する事項 

⑩出向者の支援 

 

4.松江だんだん委員会 

①4月度担当例会の企画・実施 

②松江だんだんの企画・実施 

③ＪＣデーの企画・実施 

④松江水郷祭推進協議会及び実行委員会への調整と参画 

⑤キャンドルナイト松江の連絡調整 

⑥松江じゃがいも会・シニアジュニア OB会との連絡調整 

⑦公益社団法人日本青年会議所中国地区協議会島根ブロックナイトの連絡調整・運営 

⑧公益社団法人日本青年会議所中国地区コンファレンスの連絡調整 

⑨公益社団法人日本青年会議所・中国地区協議会・島根ブロック協議会の文化委員会及び環

境系委員会との連絡調整 

⑩文化関連団体との連絡調整 

⑪環境関連団体との連絡調整 

⑫全国城下町シンポジウム松江大会に関する事項 

⑬第 44回島根ブロック大会に関する事項 

⑭賛助会員に関する事項 

⑮会員拡大に関する事項 

⑯出向者の支援 

 

5.総務・広報委員会 

①広報活動に関する調査研究 

②定款及び諸規則の調査研究と関連諸事業の企画・実施 

③総会・例会の企画・実施 

④渡鍵式の企画・実施 
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⑤松江だんだん少年野球大会の企画・実施 

⑥円滑な事務局運営と諸経費の適切な運用 

⑦本会計・事業会計の計画・報告並びに予算・決算の管理 

⑧総会・理事会・全役員協議会・正副委員長会等の諸会議の資料作成・会場設営・議事録作

成 

⑨情報技術に関する諸問題の調査・研究 

⑩正会員・特別会員に向けた各種情報発信 

⑪ホームページの管理と各種情報発信 

⑫要覧・会員名簿の作成 

⑬人間力大賞・褒賞の審査とエントリーの企画・実施 

⑭正会員・特別会員への慶弔事業の実施 

⑮一般社団法人米子青年会議所の周年事業の連絡調整 

⑯ＪＣＩ ＡＳＰＡＣの連絡調整 

⑰島根ブロック協議会災害支援ネットワークの連絡調整窓口 

⑱公益社団法人日本青年会議所・中国地区協議会・島根ブロック協議会の総務広報系委員

会・災害支援系委員会との連絡調整 

⑲教育関連団体との連絡調整 

⑳スポーツ関連団体との連絡調整 

㉑賛助会員に関する連絡調整窓口 

㉒全国城下町シンポジウム松江大会に関する事項 

㉓第 44回島根ブロック大会に関する事項 

㉔会員拡大に関する事項 

㉕出向者の支援 
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松江だんだん委員会 委員長予定者 大谷 悠 

 

「全ての人が松江を更に愛せるよう運動を展開します。」 

この度 2018年度公益社団法人 松江青年会議所、松江だんだん委員会の委員長を拝命致

しました大谷悠です。私は、2016年度に第二次研修生として入会し、2018年度は卒業す

る年になります。私はまだ入会後 1年半で、副委員長の経験もなく Jayceeとしては半人

前です。そんな私が、委員長として出来る事は何かを考えた時、浮かんだのが冒頭に掲げ

ました、この松江青年会議所のビジョンです。 

「松江だんだんまつり」は松江青年会議所創立 20周年記念事業として初めて開催され

ました。以来「松江だんだんまつり」は、より松江市民から愛され、より地域に必要なま

つりになる様にと、先輩方が、毎年果敢な取組みを続けて来られた歴史のあるまつりで

す。本年度は、古藤理事長の基本方針にもあります様に、これまでの取組から見えてくる

課題を精査し「松江だんだんまつり」その全体を見つめ直し、再構築を行い次のまつりへ

と繋げて参ります。 

そして、長い伝統のある「JCデー」も同じく、松江 JCビジョン達成の為に、松江青年

会議所の長く歴史のあるこれらの事業が、より良い形で今後も続いていくこと。その為に

今ある課題を整理し、再構築して次へと継承すること。それが、今年度卒業していく私が

取り組み、僅かでもこの松江青年会議所に遺せる物だと思います。 

古藤理事長が掲げられるスローガンは「REACH FOR THE STARS～可能性を信じ、そし

て自らを信じて～」であります。そのスローガンにあるように、古藤理事長は経験も実績

もない私の可能性を信じて、委員長という責任のある役職を任せて頂きました。その想い

になんとしても応えたいと思っております。その為には、私もこれまでの意識を変え、自

分自身の可能性を信じて委員長という役職に挑んでいきます。今年 1年間、松江青年会議

所の為、ひいては松江の為に誠心誠意励みます。皆様、何卒宜しくお願い致します。 

 

総務・広報委員会  委員長予定者 劉 麗茹 

 

この度、2018 年度公益社団法人松江青年会議所、総務・広報委員会の委員長を拝命致し

ました劉麗茹です。 

私は 2013 年度三次研修生として松江青年会議所に入会しました。日本人ではない私が入

会出来たことは、凄く嬉しく思いました。私にとって松江は第二の故郷だと思っています。

そして、第二の故郷で人の為に役立つことあれば、出来る限り行動をして行きたいと思って

います。そのよう思いとは、裏腹に何も出来ない私でしたが、それでもメンバーの皆さんに

迷惑をかけないように頑張っているつもりです。公益社団法人松江青年会議所では、一委員

として頑張って卒業するつもりでしたが、次年度理事長に「迷惑をかけて、本当の仲間にな

ろうよ」と言われ、一年間委員長として頑張ることを決めました。 
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2018 年度は公益社団法人に移行して数年がたちますが、公益法人のメリットは必ずしも

活かしきれていないという現状があります。公益法人として移行する際に目指していた目

標を今一度見直して、移行してから数年経過した今だからこそ見える課題に取り組むこと

が必要だと考えます。公益社団法人としての強みを発揮できるように委員会運営に努めま

す。 

何も出来ない私ですが一から勉強して頑張ります。それでも多々迷惑をかけると思いま

すが、皆様の力をお借りしながら「総務・広報委員会」を引っ張っていきたいと思います。 

可能性を信じて、そして自らを信じて失敗を恐れずに一年間、何事にもチャレンジして頑

張っていきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

全国城下町シンポジウム実行委員会 幹事予定者 田邊 亮 

 

2018 年度公益社団法人 松江青年会議所 全国城下町シンポジウム実行委員会の幹事を拝

命致しました田邊 亮でございます。 

 私は 2015 年の二次研修生として入会しました。研修中には「我々は市民の為に活動をし

ている」と教えられ正直戸惑いました。自身の会社では「お客様の為が会社の為になり、会

社の為が最後に自分達（家族）の為になる。」と法人設立当初より社員に言い続けてきまし

た。市民の為に活動する団体とは縁がなかった為、自分の JC としての存在意義さえ失いか

けていた時期もありました。 

 そのような中、ある対外事業に参加しました。この時に JC の歴史や伝統を重んじ後世に

引き継ぐ心、また時には自ら新たな事業に向けて果敢に挑み事業を成功に導いた委員長時

代の話を先輩から聞き感銘を受けました。この瞬間から私の中で JC 活動への認識が変わり

ました。それは「市民の為」に自分自身がどのように役に立てるかを自らが問う事により、

JC としての存在を常に意識し続けることこそが我々の活動の価値でもあり、未来の松江に

歴史と文化を残す可能性へと繋げる役割と感じたからです。 

 この度、24 年ぶりの大会となる幹事という大変貴重な役を仰せつかりました。古藤理事

長予定者の基本方針にもあります「それぞれの業種の違う市民が立場と違いを超えて協力

することにより、大会の可能性を広げ地域に新たな価値を見出す」事を念頭に置き活動に取

り組みます。それに加え私の今の意気込みと致しましても、この委員会での事業が後世に残

せる事業であり、松江の歴史と市民の為となるまたとない貴重な事業である分「一意専心」

で取り組む覚悟でございます。最後になりますが、これ程の大きな事業を成功に導くために

は委員会メンバーだけでは達成は不可能だと思います。どうぞ JC メンバー全員のお力をお

借りして共に成功を喜びたいと思いますので、ご協力の程よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 



- 91 - 

 

ブロック大会運営委員会 委員長予定者 岩﨑 春樹 

 

 この度、2018年度公益社団法人 松江青年会議所、ブロック大会運営委員会の委員長を拝

命致しました岩﨑春樹です。 

 私は 2015年度第三次研修生として入会致しまして、2016年度には島根ブロック協議会へ

の出向、2017 年度は LOM で拡大・研修の副委員長と本当に貴重な経験をさせて頂いてお

ります。そして、入会 3年目となります次年度に委員長という大役を仰せつかりまして、正

直不安で一杯でございますが、興奮に近いものも感じております。自分自身がまず当事者意

識をしっかりと持ち、一つひとつの物事に真っすぐ向かっていく気持ちでおります。 

2008年に開催されました第 34回大会以来、10年ぶりの開催となります第 44回島根ブ

ロック大会を 2018年度に松江青年会議所が主管致します。県都 LOM松江青年会議所とし

ての誇りを持ち、青年会議所運動の士気を高め、松江らしい大会を必ず実行致します。そ

の為にも御来賓の皆様、特別会員の皆様、そして各地からお越し頂く県内 LOMメンバーを

しっかりと「松江のおもてなし」をして、次回以降の大会にしっかりと繋げるために当委

員会がメンバーの先導に立って活動していきたいと考えております。 

 また、１月には 2018年のスタートを切る賀会例会、年度末には卒業される皆様を無事に

送り出す全国大会と卒業式式典を当委員会が担当させて頂きます。当然のことかもしれま

せんが、一つひとつがとても重要であり、尚且つとても難しい事業だと考えております。 

 委員長として一人の人間として、私自身がどこまで率先してやる事が出来るか分かりま

せんが、古藤理事長の掲げられるスローガン「REACH  FOR  THE  STARS ～可能

性を信じ、そして自らを信じて～」 を念頭に、己を信じて一年間 JC活動に邁進していく所

存です。 

 最後になりますが、委員会メンバーを始め現役会員の皆様には多々ご迷惑をおかけする

と思いますが、精一杯努めてまいりますので、何卒ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い致しま

す。 

 

会員拡大・研修委員会 委員長予定者 落合 彰 

 

2018 年度公益社団法人 松江青年会議所 会員拡大・研修委員会の委員長を仰せつかりま

した落合彰で御座います。 

私は 2013 年度第二次研修生として入会させてもらいました。当時の私は、正直なところ全

然やる気も無く、何の為にこの青年会議所という会に入っているのであろうと思いました。 

しかし、一昨年の松江青年会議所 60 周年実行特別委員会で気付かされました。委員会メン

バーが苦しんでいるのに何故、助けてあげれなかったのか今でも後悔しています。それから、

色々な事業に参加させてもらい地域の為、未来の子供達に何を残せてあげられるか考える

ようになりました。貴重な経験、体験一つ一つが私の財産になりました。 
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このような経験や体験が出来る場はこのＪＣでしか出来ないと思います。この松江青年会

議所に入会して多くのメンバーに出会い友情が出来ました。これから松江青年会議所の門

を叩かれる研修生と一緒に成長し、内容の濃い研修を行い、来年の松江青年会議所スローガ

ンにもあります。「ＲＥＡＣＨ ＦＯＲ ＴＨＥ ＳＴＡＲＳ」（～可能性を信じ、そして自

らを信じて～）を元に果敢に活動を出来るようなリーダー作りをし、地域のリーダーとして

の自覚を持たせて、この松江のため、世界のために活動出来る人財にします。 

最後になりますが、私もまだまだ経験不足や認識不足であります。去年も素晴らしい会員拡

大をされました。来年も皆様メンバー一人一人のお力添えやご協力ご指導の程宜しくお願

い申し上げます。 
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第 7 条（委員会）                             

1  委員会は毎月１回以上は開催し、会員は出席義務を負

う。 

2  委員会事業の実施については、理事会の承認を得なけ

ればならない。 

3 定款第 50 条の規定により次の委員会を設置する。 

   松江だんだん委員会、地域のリーダー発掘委員会、真

の Jaycee 育成委員会、全国城下町シンポジウム準備

委員会、総務・広報委員会 

4  総会の決議を経て、単年度の事業目的達成のために特

別委員会を設置することができる。 

5 委員会の職務分掌は次のとおりとする。 

 

（1）松江だんだん委員会 

Ⅰ 松江だんだんの企画・実施 

Ⅱ 賀会例会の企画・実施 

Ⅲ 卒業式式典・祝賀会の企画・実施 

Ⅳ 6JC 経済文化交流会への参加と連絡調整 

Ⅴ 松江水郷祭推進協議会及び実行委員会への調整と参  

  画 

Ⅵ キャンドルナイト松江の連絡調整 

Ⅶ （公社）日本青年会議所・中国地区協議会・島根ブロ 

ック会長公式訪問の連絡調整・運営 

Ⅷ （公社）日本青年会議所・中国地区協議会・島根ブロ 

ック協議会の文化委員会及び環境系委員会との連絡 

調整 

Ⅸ 文化関連団体との連絡調整 

Ⅹ 環境関連団体との連絡調整 

ⅩⅠ会員拡大に関する事項 

ⅩⅡ全国城下町シンポジウム準備に関する事項 

ⅩⅢ出向者の支援 

 

（2）地域のリーダー発掘委員会 

Ⅰ 市長選挙に関する諸問題の調査・研究 

Ⅱ ひと・まちづくりに関する諸問題の調査・研究 

Ⅲ 市政の運営に関する例会の企画・実施 

Ⅳ 青少年の健全な育成に関する例会の企画・実施 

Ⅴ 松江だんだん少年野球大会の企画・実施 

Ⅵ （公社）日本青年会議所全国大会（埼玉）の連絡調整 

Ⅶ （公社）日本青年会議所・中国地区協議会・島根ブロ 

ック協議会の教育系委員会及び社会系委員会との連 

絡調整 

Ⅷ （公社）日本青年会議所・中国地区協議会・島根ブロ 

ック協議会の政治系委員会との連絡調整 

Ⅸ 教育関連団体との連絡調整 

Ⅹ スポーツ関連団体との連絡調整 

ⅩⅠ会員拡大に関する事項 

ⅩⅡ全国城下町シンポジウム準備に関する事項 

ⅩⅢ出向者の支援 

 

（3）真の Jaycee 育成委員会 

Ⅰ 人材育成及び指導力開発に関する諸問題の調査・研究 

Ⅱ 人材育成及び指導力開発に関する例会の企画･実施 

Ⅲ JC デーの企画・実施 

Ⅳ （公社）日本青年会議所京都会議（京都）の連絡調整 

Ⅴ （公社）日本青年会議所サマーコンファレンス(横浜) 

の連絡調整 

Ⅵ 研修生の指導及び研修 

Ⅶ （公社）日本青年会議所・中国地区協議会・島根ブロ 

ック協議会の指導力開発系委員会及び国際開発系委 

員会との連絡調整 

Ⅷ （公社）日本青年会議所・中国地区協議会・島根ブロ 

第 7 条（委員会）                             

1  委員会は毎月１回以上は開催し、会員は出席義務を負

う。 

2  委員会事業の実施については、理事会の承認を得なけ

ればならない。 

3 定款第 50 条の規定により次の委員会を設置する。 

   全国城下町シンポジウム実行委員会、会員拡大・研修

委員会、ブロック大会運営委員会、松江だんだん委員

会、総務・広報委員会 

4  総会の決議を経て、単年度の事業目的達成のために特

別委員会を設置することができる。 

5 委員会の職務分掌は次のとおりとする。 

 

（1）全国城下町シンポジウム実行委員会 

Ⅰ 第 37 回全国城下町シンポジウム松江大会（5 月度担当

例会）の企画・実施 

Ⅱ 9 月度担当例会の企画・実施 

Ⅲ 全国城下町青年会議所連絡協議会との連絡調整 

Ⅳ 水燈路に関連する委員会事業の企画・実施 

Ⅴ 公益社団法人日本青年会議所京都会議の連絡調整 

Ⅵ 一般社団法人浜田青年会議所の周年事業に関する連

絡調整 

Ⅶ 第 44 回島根ブロック大会に関する事項 

Ⅷ 賛助会員に関する事項 

Ⅸ 会員拡大に関する事項 

Ⅹ 出向者の支援 

 

（2）会員拡大・研修委員会 

Ⅰ 3月度担当例会の企画・実施 

Ⅱ 6月度担当例会の企画・実施 

Ⅲ 卒業式の祝賀会の企画・実施 

Ⅳ JCI金沢会議 2018の連絡調整 

Ⅴ 人材育成及び指導力開発に関する諸問題の調査・研究 

Ⅵ 研修生の指導及び研修 

Ⅶ 公益社団法人日本青年会議所サマーコンファレンス

の連絡調整 

Ⅷ 公益社団法人日本青年会議所・中国地区協議会・島根

ブロック協議会の指導力開発系委員会及び国際開発系委

員会との連絡調整 

Ⅸ 公益社団法人日本青年会議所・中国地区協議会・島根

ブロック協議会の会員拡大系委員会との連絡調整 

Ⅹ 全国城下町シンポジウム松江大会に関する事項 

ⅩⅠ 第 44回島根ブロック大会に関する事項 

ⅩⅡ 賛助会員に関する事項 

ⅩⅢ 会員拡大に関する事項 

ⅩⅣ 出向者の支援 

 

（3）ブロック大会運営委員会 

Ⅰ 賀会例会（1 月）の企画・実施 

Ⅱ 第 44 回島根ブロック大会（7 月度担当例会）の企画・

実施 

Ⅲ 卒業式の式典の企画・実施 

Ⅳ 公益社団法人日本青年会議所全国大会（宮崎）の連絡

調整 

Ⅴ ＪＣＩ世界会議の連絡調整 

Ⅵ 公益社団法人日本青年会議所中国地区協議会島根ブ

ロック協議会のブロック大会系委員会との連絡調整 

Ⅶ 全国城下町シンポジウム松江大会に関する事項 

Ⅷ 賛助会員に関する事項 

Ⅸ 会員拡大に関する事項 

Ⅹ 出向者の支援 
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ック協議会の会員拡大系委員会との連絡調整 

Ⅸ 会員拡大に関する事項 

Ⅹ 全国城下町シンポジウム準備に関する事項 

ⅩⅠ出向者の支援 

 

（4） 全国城下町シンポジウム準備委員会 

Ⅰ 第 37 回全国城下町シンポジウム松江大会の企画 

Ⅱ 全国城下町シンポジウムに関する例会の企画・実施 

Ⅲ 全国城下町青年会議所連絡協議会全国城下町シンポ 

ジウム（福井）の連絡調整 

Ⅳ 水燈路に関連する委員会事業の企画・実施 

Ⅴ 会員拡大に関する事項 

Ⅵ 全国城下町シンポジウム準備に関する事項 

Ⅶ 出向者の支援 

 

 

（5） 総務・広報委員会 

Ⅰ 広報活動に関する調査・研究 

Ⅱ 定款及び諸規則の調査・研究と関連諸事業の企画・実 

  施 

Ⅲ 公益法人の財産及び会計に関する例会の企画・実施 

Ⅳ 総会・例会の企画・実施 

Ⅴ 渡鍵式の企画・運営  

Ⅵ 円滑な事務局運営と諸経費の適切な運用 

Ⅶ 本会計・事業会計の計画・報告並びに予算・決算の管 

  理 

Ⅷ 総会・理事会・全役員協議会・正副委員長会等の諸会 

議の資料作成・会場設営・議事録作成 

Ⅸ 情報技術に関する諸問題の調査・研究 

Ⅹ 会員・特別会員に向けた各種情報発信 

ⅩⅠ広報・ホームページの管理更新・各種情報発信 

ⅩⅡ要覧・会員名簿の作成 

ⅩⅢ人間力大賞・褒賞の審査とエントリーの企画・実施 

ⅩⅣ会員・特別会員への慶弔事業の実施 

ⅩⅤ（公社）日本青年会議所中国地区島根ブロック協議会 

ブロック大会の連絡調整 

ⅩⅥ島根ブロック協議会災害支援ネットワークの連絡調 

整窓口 

ⅩⅦ（公社）日本青年会議所・中国地区協議会・島根ブロ 

ック協議会の総務広報系委員会・災害支援系委員会と 

の連絡調整 

ⅩⅧ（公社）日本青年会議所・中国地区協議会・島根ブロ 

ック協議会のブロック大会運営会議との連絡調整 

ⅩⅨ会員拡大に関する事項 

ⅩⅩ全国城下町シンポジウム準備に関する事項 

ⅩⅩⅠ出向者の支援 

 

第 8 条（推進会議） 

特定の事項を研究、推進するために、必要に応じて理事

会の承認を経て、推進会議を設置することができる 

（4）松江だんだん委員会 

Ⅰ 4 月度担当例会の企画・実施 

Ⅱ 松江だんだんの企画・実施 

Ⅲ ＪＣデーの企画・実施 

Ⅳ 松江水郷祭推進協議会及び実行委員会への調整と参

画 

Ⅴ キャンドルナイト松江の連絡調整 

Ⅵ 松江じゃがいも会・シニアジュニア OB 会との連絡調

整 

Ⅶ （公社）日本青年会議所中国地区協議会島根ブロック

ナイトの連絡調整・運営 

Ⅷ 公益社団法人日本青年会議所中国地区コンファレン

スの連絡調整 

Ⅸ 公益社団法人日本青年会議所・中国地区協議会・島根

ブロック協議会の文化委員会及び環境系委員会との連絡

調整 

Ⅹ 文化関連団体との連絡調整 

ⅩⅠ 環境関連団体との連絡調整 

ⅩⅡ 全国城下町シンポジウム松江大会に関する事項 

ⅩⅢ 第 44 回島根ブロック大会に関する事項 

ⅩⅣ 賛助会員に関する事項 

ⅩⅤ 会員拡大に関する事項 

ⅩⅥ 出向者の支援 

 

（5） 総務・広報委員会 

Ⅰ 広報活動に関する調査研究 

Ⅱ 定款及び諸規則の調査研究と関連諸事業の企画・実施 

Ⅲ 総会・例会の企画・実施 

Ⅳ 渡鍵式の企画・実施 

Ⅴ 松江だんだん少年野球大会の企画・実施 

Ⅵ 円滑な事務局運営と諸経費の適切な運用 

Ⅶ 本会計・事業会計の計画・報告並びに予算・決算の管

理 

Ⅷ 総会・理事会・全役員協議会・正副委員長会等の諸会

議の資料作成・会場設営・議事録作成 

Ⅸ 情報技術に関する諸問題の調査・研究 

Ⅹ 正会員・特別会員に向けた各種情報発信 

ⅩⅠ ホームページの管理と各種情報発信 

ⅩⅡ 要覧・会員名簿の作成 

ⅩⅢ 人間力大賞・褒賞の審査とエントリーの企画・実施 

ⅩⅣ 正会員・特別会員への慶弔事業の実施 

ⅩⅤ 一般社団法人米子青年会議所の周年事業の連絡調

整 

ⅩⅥ ＪＣＩ ＡＳＰＡＣの連絡調整 

ⅩⅦ 島根ブロック協議会災害支援ネットワークの連絡

調整窓口 

ⅩⅧ 公益社団法人日本青年会議所・中国地区協議会・島

根ブロック協議会の総務広報系委員会・災害支援系委員会

との連絡調整 

ⅩⅨ 教育関連団体との連絡調整 

ⅩⅩ スポーツ関連団体との連絡調整 

ⅩⅩⅠ 賛助会員に関する連絡調整窓口 

ⅩⅩⅡ 全国城下町シンポジウム松江大会に関する事項 

ⅩⅩⅢ 第 44 回島根ブロック大会に関する事項 

ⅩⅩⅣ 会員拡大に関する事項 

ⅩⅩⅤ 出向者の支援 

 

第 8 条（推進会議） 

特定の事項を研究、推進するために、必要に応じて理事

会の承認を経て、推進会議を設置することができる 
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2018 年度公益社団法人松江青年会議所 出向者 

・2018年度公益社団法人日本青年会議所 

LOM支援グループ 日本アカデミー会議 委員         西村 圭介 君 

・2018年度公益社団法人日本青年会議所中国地区協議会 

中国地区コンファレンス委員会 委員                木村 真澄 君 

・2018年度公益社団法人日本青年会議所中国地区協議会 

財政審査会議 委員                        中村 友樹 君 

・2018年度公益社団法人日本青年会議所中国地区島根ブロック協議会 

憲法輿論確立委員会 委員                     北垣 健司 君 

・2018年度公益社団法人日本青年会議所中国地区島根ブロック協議会 

副会長                          西村 圭介 君 

財政局長                          中村 友樹 君 

・2018年度全国城下町青年会議所連絡協議会 

副会長                          西村 圭介 君 

・2018年度 6JC経済文化交流会 

会長                           佐藤 友馬 君 

事務局長                         中村 友樹 君 
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・2018年度公益社団法人日本青年会議所中国地区島根ブロック協議会 

島根の魅力創造委員会 委員長                林 法正 君

島根の魅力創造委員会 副委員長                田中 元太 君 

島根のネットワーク確立委員会 委員             勝部 道成 君 

奇跡を起こす人財育成委員会 委員                       三谷 祐憲 君 

・公益社団法人日本青年会議所中国地区島根ブロック協議会 

副会長補佐                         中村 純 君 

・2018年度 6JC経済文化交流会 

委員                           伊原 正浩 君 

以上 

 



1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

　1日（火）第4回 3日（火）第6回 2日（火）第9回

29日（火）第5回 31日（火）第7回 30日（火）第10回

正副委員長会 11日（木）第1回 8日（木）第2回 8日（木）第3回 12日（木）第4回 10日（木）第5回 7日（木）第6回 12日（木）第7回 9日（木）第8回 6日（木）第9回 11日（木）第10回 8日（木）第11回
13日（木）

第12回（新旧）

全役員協議会 11日（木）第1回 8日（木）第2回 8日（木）第3回 12日（木）第4回 10日（木）第5回 7日（木）第6回 12日（木）第7回 9日（木）第8回 6日（木）第9回 11日（木）第10回 8日（木）第11回
13日（木）

第12回（新旧）

総会 15日(木) 第173回 16日(木) 第174回 6日(木) 第175回

10日（水）
 賀会例会

[ブロック大会運営]

15日（木）
総会・例会

[総務・広報]

15日（木）
担当例会

[会員拡大・研修]

19日（木）
担当例会

［松江だんだん］

18日（金）・19日（土）・20日
（日）

担当例会
[全国城下町シンポジウム実

行]

14日（木）
担当例会

[会員拡大・研修]

19日（木）
担当例会

［ブロック大会運営］

3日（金）・4日(土)・5日(日)
第1例会・松江だんだん

[松江だんだん]

13日（木）
担当例会

［全国城下町シンポジウム実
行］

1日（月）
担当例会・JCデー
[松江だんだん]

17日（土）
例会・卒業式式典
[ブロック大会運営]

6日（木）
総会・例会・渡鍵式

[総務・広報]

10日（水）
城山稲荷参拝
[総務・広報]

日程未定
少年野球

[総務・広報]

日程未定
委員会事業（水燈路）

[全国城下町シンポジウム実行]

17日（土）
卒業式祝賀会

[会員拡大・研修]

16日（木）
第2例会・総会・例会

[総務・広報]

6JC経済文化交流会

正 副 会 長 会 議
13日（木）（未定）
27日（土）(出雲）

24日（土）（大田） 28日（土）（益田） 1日（火）（未定） 16日（土）（江津） 25日（土）（未定） 29日（土）（隠岐） 24日（土）（未定）

役 員 会 議 27日（土）（出雲） 24日（土）（大田） 28日（土）（益田） 16日（土）（江津） 29日（土）（隠岐） 24日（土）（未定）

会 員 会 議 所 会 議 27日（土）（出雲） 24日（土）（大田） 28日（土）（益田） 16日（土）（江津） 29日（土）（隠岐） 24日（土）（未定）

2月22日（木）
竹島の日

2月24日（土）
ブロックナイト（大田）

［松江だんだん]

役 員 会 議 18日(木)(京都) 17日(土)(未定) 17日(土)(未定) 21日(土)(未定) 19日(土)(未定) 15日(金)(未定) 21日(土)(未定) 18日(土)(未定) 15日(土)(倉敷) 20日(土)(未定) 17日(土)(未定) 1日(土)(未定)

会 員 会 議 所 会 議 19日(金)(京都) 未定 1日(土)(未定)

事 業
19日（金）

地区ナイト（京都）

8月25日・26日
地区野球大会（平田/出

雲）

9月8日
地区コンファレンス(鳥取)

[松江だんだん]

総 会 20日（土）（京都） 24日（土）(東京） 5日（金）（宮崎）

常 任 理 事 会

理 事 会

ブ ロ ッ ク 会 長 会 議

5月24日（木）・25日（金）・26
日（土）・27日（日）

アジア太平洋地域会議
（ASPAC)
（鹿児島）

[総務・広報]

7月21日（土）・22日（日）
サマーコンファレンス（横浜）

［会員拡大・研修]

日程未定
国際アカデミー

日程未定
キャンドルナイト松江

［松江だんだん］

日程未定
浜田青年会議所60周年

［全国城下町シンポジウム実
行］

1月18日（木）・19日（金）・20
日（土）・21日（日）

京都会議
（京都）

[全国城下町シンポジウム実
行]

J C I 諸 会 議

8日（木）第12回11日（木）第11回

7月７日・８日

米子青年会議所60周年

［総務・広報］

6月2日（土）3日（日）
ブロックスポーツ大会

（隠岐)

10日（水）第1回
11日（木）第2回

18日・19日・20日
全国城下町シンポジウム（松江）
［全国城下町シンポジウム実行］

2月16日(金)・17日（土）・18日
(日)

金沢会議（金沢）
会員拡大・研修委員会

3日（火）第3回 28日（火）第8回

10月4日・5日・6日・7日
全国大会（宮崎）

［ブロック大会運営］

12日（木）第8回 9日（木）第9回 6日（木）第10回

10月30日（火）・31日（水）・11
月1日（木）・2日（金）・3日

（土）
JCI世界会議

（インド）
[ブロック大会運営]

　27日（火）第2回

13日（木）
第13回（新旧）

4日（火）第11回

7日（木）第7回10日（木）第6回12日（木）第5回

日程未定(松江)
第44回ブロック大会
[ブロック大会運営】

2018年度　公益社団法人松江青年会議所　年間公式スケジュール（案）　　

事 業

項 目

島
根
ブ
ロ

ッ
ク
協
議
会

松
江
青
年
会
議
所

中
国
地
区
協
議
会

日
本
青
年
会
議
所

例　　　　　会

事　　　　　業

常任理事会

理　　　事　　　会

そ
 

の
 

他

J
C
I

関
係

ＮＯＭ主催事業

30日（火）第1回

8日（木）第3回 8日（木）第4回

日程未定
憲法タウンミーティング
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2018年度

2018年1月1日から12月31日まで  （単位：円）

18年度予算 18年度予算

(2月修正) (当初)

Ⅰ、事業活動収支の部

　１．事業活動収入

　　①特定資産運用収入

　　　　　特定資産利息収入 0 0 0

計 0 0 0

　　②入会金収入

　　　　　入会金収入 300,000 300,000 0 10名 2018年度1～3次

計 300,000 300,000 0

　　③会費収入

　　　　　正会員会費収入 7,098,000 7,254,000 ▲ 156,000 会費明細

　　　　　研修費収入 390,000 390,000 0 10名 2018年度1～3次

　　　　　特別会員会費収入 210,000 210,000 0 7名

　　　　　賛助会員会費収入 600,000 600,000 0 100口

計 8,298,000 8,454,000 ▲ 156,000

　　④事業収入

　　　　　受託公益事業収益 0 0 0

　　　　　登録料収入 12,050,000 12,050,000 0

　　　　　販売収入 0 0 0

　　　　　家賃・会議室収入 0 0 0

　　　　　懇親会収入 0 0 0

　　　　　広告料収入 920,000 850,000 70,000

　　　　　雑収入 0 0 0

計 12,970,000 12,900,000 70,000

　　⑤補助金等収入

　　　　　地方公共団体補助金収入 4,312,000 4,312,000 0

　　　　　民間補助金収入 0 0 0

　　　　　地方公共団体助成金収入 100,000 100,000 0

　　　　　民間助成金収入 5,239,200 5,239,200 0

計 9,651,200 9,651,200 0

　　⑥負担金収入

　　　　　負担金収入 0 0 -

計 0 0 0

　　⑦寄付金収入

　　　　　寄付金収入 1,818,244 1,711,581 106,663

　　　　　募金収入 0 0 0

           卒業記念品寄付収入 140,000 140,000 0 2017年度卒業記念品寄付（7名）

計 1,958,244 1,851,581 106,663

　　⑧雑収入

　　　　　利息収入 0 0 0

　　　　　雑収入 120,000 120,000 0

計 120,000 120,000 0

　　⑨その他の事業活動収入

　　　　　その他の事業活動収入 0 0 -

0 0 0

　事業活動収入計　 （A） 33,297,444 33,276,781 20,663

×30,000

2018年度公益社団法人松江青年会議所

計

一般会計予算書

摘要

×30,000

科　　目 増　　減

×6,000

×39,000
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　２．事業活動支出

　　①事業費支出

　　　　　会場設営費 8,566,589 8,560,289 6,300

8,621,088 9,464,158 ▲ 843,070

　　　　　本部団関係費 104,511 104,511 0

　　　　　講師関係費 725,519 717,959 7,560

　　　　　広報費 3,136,243 2,137,795 998,448

　　　　　資料作成費 26,550 31,040 ▲ 4,490

　　　　　報告書作成費 417,664 417,664 0

　　　　　懇親会費 2,824,000 2,824,000 0

　　　　　渉外費 0 0 0

　　　　　旅費交通費 842,760 0 842,760

　　　　　参加記念品代 402,597 402,597 0

　　　　　保険料 25,470 25,470 0

　　　　　通信費 2,994 2,912 82

　　　　　販売物品仕入費支出 0 0 0

　　　　　雑費 0 0 0

　　　　　手数料 0 0 0

　　　　　寄付金支出 0 0 0

　　　　　事務局費

　　　　　　　地代家賃 1,073,528 1,073,528 0 7割按分

　　　　　　　給与手当 1,198,400 1,198,400 0 7割按分 総額1,712,000円

　　　　　　　法定福利費 215,712 215,712 0 7割按分 総額308,160円

　　　　　　　福利厚生費支出 0 0 0 全額管理費支出

　　　　　　　退職給付費用 42,000 42,000 0 7割按分 総額60,000円

計 28,225,625 27,218,035 1,007,590

　　②管理費支出

　　　　　給与手当支出 513,600 513,600 0 3割按分 総額1,712,000円

　　　　　退職金給付手当支出 18,000 18,000 0 3割按分 総額60,000円

　　　　　法定福利費 92,448 92,448 0 3割按分

　　　　　福利厚生費 12,000 12,000 0 全額管理費支出

　　　　　会議費支出 51,780 39,900 11,880 総会、新旧役員会会場設営費

　　　　　旅費交通費支出 0 0 0

　　　　　通信費支出 260,000 260,000 0

　　　　　消耗品費支出 200,000 200,000 0

　　　　　地代家賃支出 460,084 460,084 0 3割按分

　　　　　リース料支出 10,000 10,000 0

　　　　　修繕費支出 0 0 0

　　　　　印刷製本費支出 510,000 510,000 0

　　　　　光熱費支出 130,000 130,000 0

　　　　　記録費支出 10,000 10,000 0

　　　　　業務委託費支出 80,000 80,000 0

　　　　　インフォメーション関係費 55,000 55,000 0

　　　　　保険料支出 0 0 0

　　　　　租税公課支出 10,000 10,000 0

　　　　　渉外費支出

　　　　　　　記念品代支出 45,000 45,000 0

　　　　　　　慶弔費等支出 100,000 100,000 0

　　　　　　　JC渉外費支出 73,500 73,500 0 周年開催2LOM

　　　　　負担金支出

　　　　　　　日本JC会費負担基本額 30,000 30,000 0

　　　　　　　日本JC会費付加金 210,000 210,000 0 42名

　　　　　　　JCI会費 69,342 61,152 8,190 42名

　　　　　　　国際協力金 76,650 76,650 0 42名

　　　　　　　出向者負担金 20,000 20,000 0 1名

　　　　　　　WE BELIEVE等購読料 126,000 126,000 0 42名

　　　　　　　地区協議会負担金 42,000 42,000 0 42名

　　　　　　　ブロック協議会負担金 282,000 282,000 0 42名

　　　　　　　その他負担金 60,000 60,000 0

　　　　　雑支出 170,000 170,000 0

計 3,717,404 3,697,334 20,070

　事業活動支出計　 （Ｂ） 31,943,029 30,915,369 1,027,660

　事業活動収支差額　 （Ａ）-（Ｂ） 1,354,415 2,361,412 ▲ 1,006,997

×1,000

複合機

OB発信・電話・FAX他

×（3,000＋3,000）＋30,000

京都会議+全城+負担金

×5,000

×20,000

会員手帳・要覧・ｺﾋﾟｰ代・ﾌﾟﾛｯﾀｰﾒﾝﾃ

総額1,533,612円

理事変更登記等・公益会計業務委託料

×1,651

×1,825

×3,000

総額1,533,612円

総額308,160円

　　　　　企画演出費
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Ⅱ、投資活動収支の部

　１．投資活動収入

　　①特定資産取崩収入

　　　　　周年事業積立資産取崩収入 0 0 0

　　　　　全城事業積立資産取崩収入 0 0 0

　　②固定資産売却収入

　　　　　什器備品売却収入 0 0 0

　　③その他の投資活動収入

　　　　　その他の投資活動収入 0 0 0

　投資活動収入計 0 0 0

　２．投資活動支出

　　①特定資産取得支出

　　　　　周年事業積立資産取崩支出 800,000 1,600,000 -

　　　　　全城事業積立資産取崩支出 0 0 -

　　②固定資産取得支出

　　　　　什器備品取得支出 0 0 -

　　③その他の投資活動支出

　　　　　その他の投資活動支出 0 0 -

　投資活動支出計 800,000 1,600,000 ▲ 800,000

　　　　　　投資活動収支差額 ▲ 800,000 ▲ 1,600,000 800,000

Ⅲ、財務活動収支の部

　１．財務活動収入

　　①借入金収入 0 0 -

　　②その他の財務活動収入 0 0 -

　　③他活動振替収入 0 0 -

　　　　　財務活動収入計 0 0 0

　２．財務活動支出

　　①借入金返済支出 0 0 -

　　②その他の財務活動支出 0 0 -

　　　　　財務活動支出計 0 0 0

　　　　　　財務活動収支差額 0 0 0

Ⅳ、予備費支出

　　①予備費支出 476,304 457,231 19,073

　　　　　　当期収支差額 78,111 304,181 ▲ 226,070

　　　　　　前期繰越収支差額 5,772,538 5,772,538 0

　　　　　　次期繰越収支差額 5,850,649 6,076,719 ▲ 226,070
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事業の内容 事業費

3月度例会【会員拡大・研修】【公2：ひとづくり】 981,000

5月度担当例会（全城シン）【全国城下町シンポジウム】【公3：まちづくり】 11,290,000

5月度担当例会（広報）【全国城下町シンポジウム】【公3：まちづくり】 1,818,244

8月度第1例会（松江だんだん）【松江だんだん】【公1：まつり】 4,615,000

8月度第1例会（広報）【松江だんだん】【公1：まつり】 196,200

日立旗争奪第14回松江だんだん少年野球大会【総務・広報】【公2：ひとづくり】 490,000

9月度例会【全国城下町シンポジウム】【公3：まちづくり】 26,900

水燈路関連事業【全国城下町シンポジウム】【公3：まちづくり】 200,000

合計 19,617,344

1月度例会【ブロック大会】 25,700

2月度例会（定時総会）【総務・広報】 0

4月度担当例会【松江だんだん】 22,900

5月度担当例会（全城連関連）【全国城下町シンポジウム】 3,380,000

5月度担当例会（キャラバン）【全国城下町シンポジウム】 850,000

6月度例会【会員拡大・研修】 36,300

7月度例会【ブロック大会】 1,875,000

8月度第2例会（定時総会）【総務・広報】 0

10月度例会（JCデー）【松江だんだん】 45

11月度例会（卒業式式典）【ブロック大会】 358,000

11月度例会（卒業式祝賀会）【会員拡大・研修】 7,000

12月度例会（定時総会・渡鍵式）【総務・広報】 0

合計 6,554,945

26,172,289総合計

2018年度公益社団法人松江青年会議所　事業一覧
事業年度　2018年1月1日～12月31日

事業の区分

公
益
目
的
事
業

収
益
事
業

そ
の
他
の
事
業
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一般会計 事業費内訳

事業費内訳 開催月 事業費繰入 修正予算 登録料 広告料 地方補助金 地方助成金 民間助成金 寄付金収入 収入計 会場設営費 企画・演出費 本部団関係費 講師関係費 広報費 資料作成費 報告書作成費 懇親会費 旅費交通費 参加記念品代 保険料 通信費 寄付金支出 予備費 支出計

全国城下町シンポ (126,900) (850,000) (9,500,000) (920,000) (4,250,000) (100,000) (0) (1,818,244) (17,565,144) (4,346,100) (7,461,200) (0) (0) (2,793,163) (9,750) (417,664) (1,264,000) (842,760) (110,600) (16,800) (0) (303,107) (17,565,144)

5月度担当例会（全城連関連） 他 1,500,000 1,880,000 3,380,000 1,310,800 561,200 17,694 17,664 1,264,000 110,600 98,042 3,380,000

5月度担当例会（全城シン） 公3 8,000,000 920,000 2,370,000 11,290,000 3,000,000 6,800,000 896,105 400,000 193,895 11,290,000

                    （講演） 8,000,000 2,370,000 10,370,000 3,000,000 6,800,000 400,000 170,000 10,370,000

                    （分科会） 0 0

                    （小冊子） 920,000 920,000 896,105 23,895 920,000

5月度担当例会（広報） 公3 1,818,244 1,818,244 1,818,244 1,818,244

5月度担当例会（キャラバン） 他 850,000 850,000 842,760 7,240 850,000

9月度例会 公3 26,900 26,900 15,300 1,120 9,750 730 26,900

水燈路関連事業 公3 100,000 100,000 200,000 20,000 100,000 60,000 16,800 3,200 200,000

会員拡大・研修 (349,300) (0) (675,000) (0) (0) (0) (0) (0) (1,024,300) (281,600) (24,280) (0) (647,560) (49,680) (4,510) (0) (0) (0) (0) (82) (16,588) (1,024,300)

3月度例会 公2 306,000 675,000 981,000 266,300 17,280 627,560 49,680 4,510 82 15,588 981,000

6月度例会 他 36,300 36,300 15,300 20,000 1,000 36,300

11月度例会（祝賀会） 他 7,000 7,000 7,000 7,000

0 0

ブロック大会 (383,700) (0) (1,875,000) (0) (0) (0) (0) (0) (2,258,700) (289,684) (365,440) (0) (0) (0) (0) (0) (1,560,000) (32,550) (0) (0) (11,026) (2,258,700)

1月度例会(賀会例会) 他 25,700 25,700 12,044 12,960 696 25,700

7月度例会(キャラバン) 他 0 0

7月度例会(ブロック大会) 他 0 1,875,000 1,875,000 112,640 202,360 1,560,000 0 1,875,000

11月度例会(卒業式式典) 他 358,000 358,000 165,000 150,120 32,550 10,330 358,000

0 0

松江だんだん (22,945) (0) (0) (0) (62,000) (0) (4,749,200) (0) (4,834,145) (3,551,585) (761,528) (0) (77,959) (293,400) (7,000) (0) (0) (0) (8,670) (0) (134,003) (4,834,145)

4月度担当例会 他 22,900 22,900 15,300 7,000 600 22,900

8月度第1例会（松江だんだん） 公1 62,000 4,553,000 4,615,000 3,536,240 761,528 77,959 97,200 8,670 133,403 4,615,000

8月度第1例会（広報） 公1 196,200 196,200 196,200 196,200

10月度例会（JCデー） 他 45 45 45 0 0 0 45

総務･広報 (0) (0) (0) (0) (0) (0) (490,000) (0) (490,000) (97,620) (8,640) (104,511) (0) (0) (5,290) (0) (0) (259,447) (0) (2,912) (11,580) (490,000)

2月度例会（定時総会） 他 0 0

日立旗争奪第14回松江だんだん少年野球大会 公2 490,000 490,000 97,620 8,640 104,511 5,290 259,447 2,912 11,580 490,000

8月度第2例会例会（定時総会） 他 0 0

12月度例会（定時総会・渡鍵式） 他 0 0

(882,845) (850,000) (12,050,000) (920,000) (4,312,000) (100,000) (5,239,200) (1,818,244) (26,172,289) (8,566,589) (8,621,088) (104,511) (725,519) (3,136,243) (26,550) (417,664) (2,824,000) (842,760) (402,597) (25,470) (2,994) (476,304) (26,172,289)

2018年度委員会事業収支一覧（2018年1月1日～12月31日）
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収入 33,297,444 8,598,000 0 9,651,200 2,078,244

（会費収入等） （周年･全城事業特別会計） （補助金・助成金） （その他）

支出 31,943,029 28,225,625 3,717,404 0

（事業費支出） （管理費・負担金） （その他）

収支差額　　 1,354,415 ＊繰越金 円

＋ ＋

5,772,538

2018年度単年度一般会計

＋ ＋ ＋ ＋
12,970,000

（事業収入）
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①　公益事業費率　５０％以上

公益事業に関わる支出が全体の支出の５０％以上となること

判定

○

②　遊休財産が公益事業費支出以下であること

法人が抱える遊休財産が公益事業に関わる支出以下であること

判定

○

③　収支相償

公益事業に関わる収益が支出を超えないこと（赤字となる必要がある）

公１

判定

○

公２

判定

○

公３

判定

○

合計

判定

×

経常収益計+その他 経常費用計+その他 収入　－　費用

23,948,444 21,827,807 2,120,637

【参考資料】　公益法人会計　簡易算定シミュレーション

（2018年1月1日～2018年12月31日）

公益事業費率算定

公益事業費支出 全体支出 公益事業費率

22,146,984 31,943,029 69.3%

遊休財産算定

公益事業費支出 遊休財産額　※1 遊休財産規定超過額

22,146,984 6,394,545 -15,752,439

※1　遊休財産額算定

（資産計）-（負債計）-（基金）-（控除対象財産の額）+（対応負債の額）

8,419,342 - 63,413 - 0 - 1,922,165 - 39,219

公益事業収益 公益事業費支出 公益事業収支

4,811,200 5,773,694 -962,494

公益事業収益 公益事業費支出 公益事業収支

13,871,839 -663,595

1,165,000 2,174,430 -1,009,430

公益事業収益 公益事業費支出 公益事業収支

13,208,244
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